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文化財・まちづくり委員会主催「景観写真コンテスト」
特賞（審査委員長賞）
「旧東洋紡績赤レンガ倉庫」
杉山博司氏（八幡浜支部）
撮影地：八幡浜市保内町

　景観と聞いてすぐ思い浮かべたのが、保内町の宮内川にかかる

美名瀬橋から見た旧東洋紡績（川之石工場）でした。

　このすぐ近くには旧白石和太郎邸や愛媛蚕種、西のおやけといっ

た、愛媛の産業界をリードした建物が現存しています。

　それぞれの個性が線として結ばれ、面をなし、人々の生活や産

業、経済といった将来に繋がる地域構成を造り上げ、往時がしの

ばれる空間となっています。

　当地の誇るべき景観です。（八幡浜支部、杉山博司）
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道後温泉の源泉について
文化財・まちづくり委員会　委員　花岡　直樹

一級建築士　野本　　健

▲写真㉑　保存されている古図面（明治25年～大正13年）

執筆 後編

大正
時代

▲写真㉒　明治30年ころの古写真

TAISHO EDITION

　この源泉跡の遺構は、現在進行中の保存修理工事完

了後は、再び浴槽底石の下に埋められるので、蓋の板

石などは正しく旧状に復し、現況のまま保存すること

にした。この源泉跡については関係者協議の上、神の

湯源泉跡（写真⑰・⑱）に倣って、浴槽底石に養生湯

源泉跡の位置に直径730φの円形で位置を記し、中央

に第１号源泉跡と同じマークを刻み（写真⑲・⑳）、浴

客にわかるように、また後世に語り継ぐために表示す

ることとした。

道後温泉本館　養生湯源泉跡調査報告　　　花岡　直樹

� 源泉跡の再保存

（１）旧湯釜の据え付け高さ調査結果を基に、現況断

面図を作成した（図④－左）。次に、古写真（写真③・

④）の基礎石の高さを基に旧湯釜を書き込んだ図面を

作成した（図④－右）。写真④の湯釜左に立つ男性の身

長を160cmと仮定し、浴槽の底を想定すると、御影

石の円筒の上段の上端と一致することが確認できた。こ

れは現在の浴槽底石より930mm低かったことになり、

大正期の平面図で、階段を数段下りて浴室に至ってい

たことと一致する。放生園の見え掛かり部分の下部に

105mm石が伸びているとすると、この御影石の円筒

の上に直接湯釜が据えられていたことになる。

　今回発見された湯釜跡のうち、最上部のコンクリー

ト部分は、円筒の御影石との落差を埋めるために昭和

29年の改築時に打設されたものと考えられる。

�
調査結果、
古資料に基づく考察

（２）記憶を辿る養生湯の様子

①高木輝夫氏（伊佐庭如矢顕彰実行委員会発行「道後

で暮らす語り部の記憶」平成26年）の記憶によると、

「…養生湯はわしらが子どものじぶんにまだ下から湯が

沸きよったじゃけんの。養生湯は入口の方が女湯じゃっ

たんよ、奥の方が男湯やったんよ。夜中になって12時

になったら湯がきれいに抜けたら湯番さんが砂を上下

ひっくりがえすん。汚れとるじゃん。…」とある。浴

槽の底は砂敷きであったこと、閉館後は湯を抜いて掃

除をしていたことなどがうかがえる。

②小崎 尚氏（松山市岩崎町在住、昭和15年生まれ）の

小学校の頃（昭和25年前後）の記憶によると、養生

湯の底は砂（小さな石）敷きであった。父親に言われ

て湯釜の付近を掘って足を入れてみると、溜まってい

るお湯より温度の高いお湯が湧き出してくるのを感じ

た、とのこと。湯釜の底からお湯が沸きあがってくる

途中、湯釜の石の継ぎ目などの隙間からお湯が底に敷

かれた砂に湧き出していたとみられる。

（３）古図面より読み取れること

　松山市には「道後温泉場現在平面圖」が保管されて

いる（写真㉑）。作成時期、目的は不明であるが、明

治25年（1892）建築の養生湯が書かれていること、

昭和2年（1927）建築の鷺の湯の場所が「鮒屋」と

なっていることから、この間に作成されたものと思わ

れる。

【１】 養生湯源泉からの給湯配管

　図面は、書かれた線が白、周囲が青の、現在の形式

のものとは色が逆転した青写真である。壁や浴槽、階

段などが単線で書かれた平面図であるが、神の湯源泉

と養生湯源泉からの給湯配管が記入され、青焼き後に

赤で追加の配管が書かれている。当初書かれた線より、

神の湯源泉と養生湯源泉が配管でつながっていたこと、

又新殿北庭に据えられている湯釜の下の部分にも配管

されていることが確認できる。さらに注目すべきは、

本館の南西方向の建物に向って2本の配管があること

である。ここには鮒屋旅館があったことが、明治30

年ころの写真（写真㉒）や、道後温泉絵図（明治28

年・写真㉓）によりわかっている。

　その部分の図面の文字を詳細に解読すると、・鮒屋

第一号井戸 第二号源泉（養生湯源泉）ヨリ51.0尺巨

（？） 養生湯槽底砂面□此井戸ハ高低差16尺・鮒屋

第二号井戸 第二源泉ヨリ50尺と書かれていることが

読み取れる。古くからこの場所に鮒屋旅館があったが、

移転後の昭和２年にこの源泉を利用して鷺の湯が建て

られたと思われる。図面には、上記の配管がそれぞれ

を結ぶ直線で書かれている。源泉跡から確認された外

部への配管とは向きが必ずしも一致しないが、図に示

された配管であることは十分に考えられる。

写真⑰
神の湯源泉跡の表示と説明
プレート
（神の湯本館：神の湯男子
　浴室）
写真⑱
神の湯の源泉跡の接写　
写真⑲
養生湯源泉跡の表示
（南棟：霊の湯女子浴室）
写真⑳
養生湯の源泉跡の接写

写真③　養生湯女子浴室（大正13年以前）
写真④　養生湯男子浴室（昭和29年以前）
写真⑤　放生園に移設され足湯の湯口として使用されている旧養生湯の湯釜
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⑱⑱

⑲⑲
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写真③④⑤は前編（５月号）に掲載
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④

⑤ 図④　湯釜新旧比較図Ｓ＝１：20
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